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環 境 に 対す る 水稲分 げつ の 生 育反応

一
半 矮 性 イ ン ド稲 と 日 本稲 の 比 較 一
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　分 げ つ 能 力 が 著 し く優れ る半 矮性 イ ン ド稲 （IR36） と穂重 型 日本

稲 （黄 金 錦 ）を 用 い て、 遮光 ［0（C），40（S1），
77（S2）％ ］ と 窒 素 濃 度

［10（1／21），20（勘 ，
40（21T）ppm ］ を組 み 合 わ せ た 処理 を 牙 げつ 盛期 〜

最 高 分 げつ 期 （7月 7日 〜 8月 1日） に か け て 行 い 、 環 境 条件 に 対す る

分げつ の 生 育反 応 の 品種 に よ る差 異 に つ い て 検 討 し た 。 栽培 方 法 は

1／5000aワ グネル ポ ッ トに よ る水耕 栽 培 （ポ ッ ト当 り1本 植） で あ る 。

　 1．両 品 種 と も 遮 光 程 度 が 強 く、 窒 素濃 度 が 低 い 区 ほ ど分 げつ 数 は

少 な く な っ たが、 い ずれ の 条 件下 で もIR36は黄 金錦 の 2．0〜 2．5倍 の

値 を 示 した （第 1，2図 ） 。 同
一

処 理 区 の 地 上 部 乾 物 重 の 品 種 聞 差 は 比

較 的 小 さ か っ た こ と か ら、 分 げつ へ の 乾 物 分 配 割合 が 品 種 に よ っ て

異 な る た め と考 え られ た （第 3図 ）。 と く に 強 遮 光 条 件下 （S2）で の

分 げつ へ の 乾物 分 配 率 の 低下 程 度 は IR36に く らべ て 黄金 錦 で 大 き く

（第 3図 ）、 C ・N区 に 対 す る 分 げつ 数 の 割 合 の 品種間 差 が 大 き く認 め

られ た （第 2図 ）。

　2 ． 分 げっ 急増 期 （7月7日 〜 19 日、 第 1図〉 に お け る 品 種 お よ び環

境 条 件 に よ る分 げつ 発 生 速度 の 差 異 は 出 葉 速 度 の 差 異 に よ る も の で

あ っ た （第 4，5図 ）。 と くに 品種 間 で は IR36は 黄金錦 に く らべ て 葉 身

長 が 短 い こ と に よ り出 葉速 度 が 速 く、 ま た、 両 品種 と も遮 光 下 で は

主 と して 葉 身が長 くな る こ と に よ り、 低 窒 素濃 度下 で は葉 身の 抽 出

速度 の 低 下 に よ り出 葉 速度 が 低下 す る傾 向 が み られ た （第 4図 ）。

　以 上 よ り、 遮光 お よ び 培 地 の 窒 素　 5Q

濃 度 に対 す る水 稲 分 げつ の 生 育反 応 書
4°

は 品 種 に 関 わ り な く基 本 的 に は 同 じ li　3。
で あ る が、 そ の 程 度 は 異 な り、 多 げ JR　20
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／

つ 性の 半矮性 イ ン ド稲 は 日 本 稲に く 琶 正o

らべ て不 良条 件下 で も 分 げつ 数の 減
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 月日）

少 程 度 が 小 さ い こ と が示 唆 さ れ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第1図 分げつ 数の 推移 （C・N区）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓ は 処理 開 始 時 を 示 す。
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第2図 最高分げつ 数（C．N区 ＝1OO｝（8月1日〉

　　　注）図中の 数字はC．1区の実数を示す 。
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第4図　分げつ 急増期 （7月7E −・19H）

　　　にお ける出葉速度と平均葉 身長

　　　並 びに 葉身抽 出速度
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第3図　 地 上 部乾物重お よび

　　　 分げっ の 乾物重割合 （8月1H ）
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0．165　0．175　0．185　0．195　0．205　0，215

　　　　 出葉速度 （葉／ H）

第5図　　分げつ 急 増期に お ける 出案速度 と

　　　　分げつ 増加速度お よ び相対分げっ

　　　　増加率 との 関 係

　　　　 ＊xx はO．1％水準で有意 。
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